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■
私
は
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
で
出
産
し
た
の
で
、

母
親
学
級
に
出
席
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
現
代
は

地
域
で
支
え
る
「
ひ
ろ
ば
」
が
あ
り
、
う
ら
や
ま

し
く
思
い
ま
し
た
。	

（
80
代
女
性
・
西
東
京
市
）

■「
武
蔵
野
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
の
玉
川
上
水
と
武
蔵

野
市
の
水
と
人
を
め
ぐ
る
物
語
を
読
ん
で
、
命
に

欠
か
せ
な
い
水
を
人
は
確
保
し
よ
う
と
い
ろ
ん
な

困
難
を
乗
り
こ
え
、
現
在
に
至
る
の
に
感
動
し
ま

し
た
。	

（
60
代
男
性
・
武
蔵
野
市
）

■	

近
隣
の
市
に
住
ん
で
い
て
、
職
場
も
含
め
、
武

蔵
野
市
を
よ
く
利
用
し
ま
す
。
歴
史
は
興
味
が
あ

る
の
で
、「
水
」
や
「
公
文
書
」
に
ま
つ
わ
る
記

事
は
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

	

（
60
代
女
性
・
小
金
井
市
）

■
特
に
面
白
か
っ
た
記
事
は
第
六
期
長
期
計
画
・

調
整
計
画
策
定
の
市
民
委
員
に
つ
い
て
の
特
集
で

す
。“
無
作
為
抽
出
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〟
に

つ
い
て
は
面
白
い
取
り
組
み
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
一
部

抜
粋
）	

（
40
代
女
性
・
新
宿
区
）

■
玉
川
上
水
の
清
流
復
活
で
は
、
今
か
ら
40
年
前
、

清
流
を
通
す
た
め
に
玉
川
上
水
の
川
底
の
清
掃
活

動
に
従
事
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

	

（
60
代
男
性
・
三
鷹
市
）

■	

年
に
数
回
で
す
が
、
手
芸
の
材
料
購
入
の
た
め

駅
ビ
ル
の
「
ユ
ザ
ワ
ヤ
」
に
行
き
ま
す
。
吉
祥
寺

へ
買
い
物
に
行
く
た
び
に
、
手
に
取
っ
て
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
記
事
が
充
実
し
て
い
て

単
な
る
市
の
広
報
紙
を
超
え
て
い
る
の
で
、
読
み

ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。	

（
70
代
男
性
・
調
布
市
）

『
季
刊
む
さ
し
の
』
に
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

読
者
か
ら
の
お
便
り

第142号（2023年夏号）より

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、
10
名
の

方
に
大
須
賀
さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
著
書
『
透
明
水
彩
の
世
界
・

緑
』、
５
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
締
切
：
２
０
２
３
年
11
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

PRESENT

市公式ホームページ内で
季刊むさしの「イラストMAP」

を公開しています！

2013年から市内のさまざまな場所で、四
季折々の風景を描き続けている武政諒さん。
武蔵野市のホームページ上で公開されてい
るマップのピンをクリック
すると、その場所のイラス
トとメッセージを見ること
ができます。

大須賀一雄（おおすか・かずお）　水彩画家。1937 年群馬県出身。武蔵野市在住。画材は透明水彩。元 JR東日本国際課勤務。JR東日本絵画クラブ初代
事務局長。これまで JR東日本の駅の絵を 1000 点以上描き、新聞、雑誌、テレビなどでも紹介されている。著書は『あなたの街の駅物語』（日貿出版社）、
『スケッチお手本帖』（素朴社）、『透明水彩の世界・ヨーロッパ』および『緑』（旅もようスケッチ会）ほか。2022年まで、JR東日本の大人の休日倶楽部
のカレンダーの絵を担当。海外スケッチ旅行歴も長く、これまで 50カ国以上を訪れ、個展も 30回を超える。

第144号（2023年冬号）は、
12月19日（火）ごろ発行予定です。

　

こ
の
作
品
は
、
最
近
桜
堤
一
丁
目

で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
絵
を
描
い

て
い
る
時
、
久
し
ぶ
り
に
何
人
か
の

知
人
と
会
い
、
お
互
い
に
近
況
を
語

り
合
え
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
次
の
よ
う
な
句

を
思
い
つ
い
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

　
「
濁
音
が
前
と
後
と
で
大
違
い
、

猫
に
小
判
が
猫
に
御
飯
か
」。
こ
の

句
は
、
何
の
取
り
柄
も
な
い
句
で
あ

る
が
、
何
と
な
く
お
か
し
さ
が
あ
り
、

自
分
で
は
気
に
入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
思
い
つ
い
た
回
文
＊

は
、「
私
、
車
中
で
注
射
し
た
わ
」

で
、
最
近
の
作
と
し
て
は
、
そ
こ
そ

こ
の
出
来
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
は
、
近
く

の
喫
茶
店
で
コ
ー
ラ
な
ど
を
飲
み
な

が
ら
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
な
か

な
か
面
白
い
も
の
が
で
き
な
く
て
、

悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
で

も
、
私
に
と
っ
て
は
老
化
防
止
に
も

な
る
と
思
う
の
で
、
あ
れ
こ
れ
と
知

恵
を
絞
っ
て
、
挑
戦
し
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

見慣れた風景も、絵になるとちょっと違う趣が出てきます。
そんな武蔵野の風景を、大須賀一雄さんが春夏秋冬で切り取って描きます。

武蔵野スケッチ物語
この街が好きだから

絵と文

大須賀一雄

桜堤一丁目にて

89

＊
回
文
と
は
、
上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で

も
同
様
に
読
め
る
文
の
こ
と
で
あ
る

『武蔵野スケッチ物語』連載 90 回記念 アンケートご回答者の中から大須賀さんのサイン入り著書『透明水彩の世界・緑』を10名にプレゼント！


